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NAKANISYNTH: 波形を描いて音を作るシンセサイザ

中西 恭介1,a) 与羽 翼2 馬場 哲晃1 串山 久美子1

概要：従来のシンセサイザはパラメータの数が多いためインタフェースが複雑になりがちである．本研究
では，多くのパラメータを調節する代わりに，波形を描くことで音を作ることが出来るシンセサイザーア
プリケーション NAKANISYNTHを開発した．NAKANISYNTHでは音の１周期分の波形とエンベロー
プカーブの 2つの波形を描いて音を作る．それら２つの波形の組み合わせによって多様な音を生成するこ
とが出来る．また，波形を編集しながら演奏ができるため，音の波形とその聞こえ方の理解にも役立つイ
ンタフェースとなっている．

NAKANISYNTH: A Freehand Drawing Waveform Synthesizer

Kyosuke Nakanishi1,a) Tsubasa Yoha2 Tetsuaki Baba1 Kumiko Kushiyama1

Abstract: NAKANISYNTH is a synthesizer application that allows users to produce sound loops by free-
hand drawing sound waves and envelope curves. Since the only input required involves drawing two wave-
forms, users can easily produce various sounds intuitively without complex manipulation. This application
has a keyboard where users can edit waveforms and make sounds simultaneously. Therefore, it is easy for
the user to understand the relationship between a waveform and the sound it produces.

1. はじめに

ミュージックシンセサイザは演算によってあらゆる音波

を生成することが可能な電子楽器である．従来のシンセサ

イザでは様々なパラメータを調節することで音を作る．こ

ういったインタフェースでは細かな調節が可能であり再

現性も高いが，パラメータの数が多いため複雑になりがち

である．そのため，求める音を作り出すための感覚を会得

するためには多くの学習時間がかかり，それが初心者に

とってはミュージックシンセサイザを始める際の大きな

壁となっている．そこで，本研究では，多くのパラメータ

を調節する代わりに，波形を描いて音を作ることで直感

的な操作を可能とするシンセサイザーアプリケーション”

NAKANISYNTH”を開発した．音を視覚的に表現し，シ

ンプルなインタフェースにすることによって直感的な操作
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図 1 インタフェース

性を目指した．

2. 関連研究

波形を描いて編集することで音を作るインタフェースは

これまでにも存在している．MatsumuraによるDip in the

Waveでは，紐の形を変えることで音の波形を操作するこ
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描かれた線のデータ

必要なサイズに線形補間し配列に保存

配列からリサンプリングして
任意の周波数の音を鳴らす

図 2 描いた波形データの処理

とが出来る [1]．この作品では実物体の形状と音を結びつ

けたことにより，仕組みがわかりやすく直感的に操作がで

きる．この作品は音の変化を楽しむことに焦点を当ててい

るため出力される音の周波数は 100Hzに固定されている．

同氏の作品である Graph - sonoは紙に描いた波形をカメ

ラで読み取り，１周期分の波形とエンベロープとピッチの

変動をコントロールすることが出来る [2]．この作品では

ピッチの変動がループすることでシーケンサのようにメロ

ディーを作ることが可能となっている．Gerard Romaら

による waveTableは波形編集のためのタンジブルなテーブ

ルトップ型インタフェースである．マーカのついた箱を利

用して様々な操作を行う．手で書いた波を複製することで

任意の長さの波形を作ることができ，作った波形はループ

再生される [3]．またフィルタを掛けることもでき，再生中

の音をリアルタイムに変化させていくことが可能である．

3. システム概要

NAKANISYNTHは iOSアプリケーションとして開発

した．タッチパネルを利用することで波形の入力を直感的

かつ容易にした．画面上部を波形編集エリア，下部を演奏

エリアとした．

3.1 波形編集エリア

描画エリアの水平線を０として任意の位置に任意の長さ

の波形を描くことが出来る．１周期の音波とエンベロープ

はいずれも縦軸が振幅，横軸が時間を表す．描いた波を必

要なサイズに線形補間した配列を作る．音を鳴らす際はそ

の配列をリサンプリングすることで任意の長さの波形を作

り出すことが出来る．音を鳴らすときのサンプリング周波

数は 44100Hzで再生する．描いた波形はそれぞれ５つま

で保存ができる．波形の編集や切り替えを演奏と同時に行

うことが出来るため，波形による音の変化の確認が容易で

ある．

最大で 10 の音を同時に出力

上下で音量の調整演奏しながら波形を編集

細かく指を揺らすことでビブラート

図 3 インタラクション

3.2 演奏エリア

演奏エリアをタッチすることで最大 10の音を同時に鳴ら

すことが出来る．左から右にかけて周波数が高くなるよう

マッピングされており，音域はスライダで任意に決めるこ

とが出来る．キーボードモードとリボンコントローラモー

ドを選択できる．リボンコントローラモードでは周波数が

連続的に変化するため，２つ以上の周波数の近い音を鳴ら

すことでうなりを発生させたり，左右に指を揺らすことで

ビブラートをかけることも可能である．下から上にかけて

音量が大きくなるようにマッピングしており，タッチする

位置によって音量を調節することができる．エンベロープ

の長さはスライダで調節することが出来，指定した長さで

ループする．エンベロープの周期とタップするタイミング

をうまく利用することでループするメロディを鳴らすこと

が出来る．エンベロープの周期を極端に短くすることで，

変調をすることも出来る．出力される音の波形を演奏エリ

アの上下中央に表示することで，音の聞こえ方と波形の関

係をイメージしやすいデザインとした．

4. 今後の展望

本作品は音作りのわかりやすさに焦点を置いて制作を

行ったが，波形の編集方法や演奏インタフェース等の検討

が必要である．今後はそれらの改善に取り組む．また，ス

ペクトル合成をすることで複雑な音響を容易に作り出すこ

とが出来，作曲やライブ演奏などでも利用可能なシンセサ

イザを目指す．
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